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は
じ
め
に

一
　
平
安
遷
都
紀
念
祭
事
業
の
な
か
の
社
寺
名
勝
保
存
補
助

（
１
）
補
助
事
業
の
趣
旨

（
２
）
補
助
事
業
の
内
容

二
　
長
岡
宮
大
極
殿
跡
の
所
在
地
決
定
過
程

（
１
）
平
安
遷
都
紀
念
祭
委
員
に
よ
る
調
査

（
２
）
長
岡
宮
城
遺
址
創
設
会
発
起
人
岡
本
爺
平
に
よ
る
調
査

（
３
）
編
纂
部
主
事
湯
本
文
彦
の
実
地
調
査

三
　
明
治
中
期
の
長
岡
京
跡
研
究

（
１
）
岡
本
爺
平
の
長
岡
宮
大
極
殿
跡
探
究

（
２
）
湯
本
文
彦
の
都
城
研
究
と
長
岡
京
跡

お
わ
り
に

は
じ
め
に

小
稿
は
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
に
史
跡
と
し
て
整
備
さ

れ
た
長
岡
宮
大
極
殿
跡
に
関
し
て
、
整
備
の
過
程
と
、
整
備
す
る

べ
き
場
所
を
探
究
し
た
人
々
の
活
動
を
た
ど
り
、
当
時
に
お
け
る

地
域
史
研
究
の
あ
り
よ
う
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
、
一
つ

の
材
料
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

長
岡
京
は
、
七
八
四
年
（
延
暦
三
）
に
奈
良
の
平
城
京
か
ら
遷

都
さ
れ
た
古
代
の
都
城
で
あ
る
。
山
背
国
へ
の
遷
都
を
断
行
し
た

桓
武
天
皇
は
、
一
〇
年
後
の
七
九
四
年
に
は
、
桂
川
を
挟
ん
で
す

ぐ
北
東
に
あ
た
る
平
安
京
へ
と
再
び
遷
都
す
る
。
長
岡
京
は
わ
ず

か
一
〇
年
間
の
都
城
で
は
あ
っ
た
が
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

へ
の
画
期
に
あ
た
り
、
古
代
都
城
の
歴
史
の
な
か
で
も
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
１
）
。

長
岡
京
跡
の
推
定
範
囲
は
南
北
約
五
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
東

西
約
四
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在
の
京
都
府
向
日
市
、
長
岡

京
市
、
大
山
崎
町
と
京
都
市
南
区
・
伏
見
区
・
西
京
区
の
一
部
に

及
ぶ
。
そ
の
な
か
で
大
極
殿
や
朝
堂
院
、
諸
官
衙
な
ど
の
政
治
の

明
治
中
期
の
史
跡
整
備
と
地
域
史
研
究

―
長
岡
宮
大
極
殿
跡
の
場
合

―

玉
　
城
　
玲
　
子
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中
枢
が
集
ま
る
宮
域
は
、
現
在
の
向
日
市
域
に
営
ま
れ
て
い
た
。

史
跡
と
し
て
の
長
岡
宮
跡
は
、
向
日
市
鶏
冠
井
町
に
現
在
も
地

名
と
し
て
残
る
大
極
殿
と
そ
の
南
隣
の
祓
所
に
、
大
極
殿
・
小
安

殿
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
周
辺
に
点
在
す
る

朝
堂
院
西
第
四
堂
跡
・
内
裏
内
郭
築
地
回
廊
跡
・
築
地
跡
と
合
わ

せ
て
四
ヵ
所
が
、
現
在
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
大
極

殿
・
小
安
殿
跡
は
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
に
大
極
殿
後
殿

（
平
安
京
で
は
小
安
殿
と
呼
ば
れ
る
）
の
建
物
跡
が
、
一
九
六
一
年

に
は
大
極
殿
の
基
壇
跡
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
確
認

さ
れ
た
。
一
九
六
四
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
翌
年
に
は
大

極
殿
公
園
と
し
て
開
園
し
て
い
る
。

整
備
さ
れ
た
史
跡
長
岡
宮
跡
の
大
極
殿
基
壇
跡
の
そ
ば
に
は
、

表
面
に
「
長
岡
宮
城
大
極
殿
遺
址
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
一
八
九

五
年
（
明
治
二
八
）
銘
の
大
紀
念
碑
が
建
っ
て
い
る
。
一
九
六
一

年
に
初
め
て
確
認
さ
れ
た
大
極
殿
跡
に
、
六
六
年
前
の
紀
念
碑
が

建
つ
の
は
、
公
園
整
備
に
際
し
て
移
設
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
碑
が
最
初
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
北
西
に

位
置
す
る
、
現
在
で
は
北
大
極
殿
公
園
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
で

あ
り
、
か
つ
て
は
そ
こ
が
長
岡
宮
大
極
殿
跡
と
さ
れ
て
い
た
。

大
紀
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
一
八
九
五
年
は
、
京
都
市
に
お
い
て

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
桓
武
天
皇

と
平
安
京
を
顕
彰
す
る
こ
の
一
大
祭
典
に
際
し
て
、
同
じ
桓
武
天

皇
が
最
初
に
遷
都
し
た
長
岡
京
に
つ
い
て
、
そ
の
故
地
に
あ
た
る

当
時
の
乙
訓
郡
の
人
々
が
顕
彰
に
取
り
組
み
、
建
立
し
た
の
が
こ

の
大
紀
念
碑
で
あ
っ
た
。
建
碑
の
主
体
と
な
っ
た
の
は
、
乙
訓
郡

役
所
内
に
事
務
局
が
お
か
れ
た
長
岡
宮
城
遺
址
創
設
会
で
あ
る
。

建
碑
後
は
同
保
存
会
と
名
称
を
変
更
し
て
長
岡
宮
跡
の
顕
彰
活
動

図１ 明治中期の乙訓郡の町村と大字
※長方形のスクリーントーンをかけた場所が

長岡京跡のおよその範囲
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を
続
け
た
。
こ
の
創
設
会
・
保
存
会
が
残
し
た
記
録
（
２
）
を
も
と
に
、

筆
者
は
本
誌
前
号
に
お
い
て
建
碑
の
経
過
を
紹
介
し
た
（
３
）
。

建
碑
の
経
過
を
た
ど
る
な
か
で
、
近
代
以
前
の
通
説
で
は
乙
訓

郡
内
西
部
の
大
原
野
付
近
（
現
京
都
市
西
京
区
大
原
野
周
辺
）
が

長
岡
宮
跡
と
さ
れ
て
い
た
の
を
、
建
碑
の
た
め
の
所
在
地
考
証
を

し
た
地
元
乙
訓
郡
新
神
足
村
の
岡
本
爺
平
が
、
諸
書
を
考
究
し
候

補
地
を
向
日
町
大
字
鶏
冠
井
字
大
極
殿
の
地
と
し
、
ま
た
同
地
を

掘
削
し
て
古
瓦
を
発
見
し
て
、
真
の
長
岡
宮
大
極
殿
跡
と
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
乙
訓
郡
か
ら
申
請
し
た
場
所
が

近
世
以
来
の
通
説
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
史
跡
整
備
の
補
助
を
得

る
相
手
で
あ
る
京
都
市
の
平
安
遷
都
紀
念
祭
事
務
所
の
委
員
が
疑

義
を
持
っ
た
こ
と
、
編
纂
部
主
事
で
京
都
府
の
吏
員
で
あ
っ
た
湯

本
文
彦
を
現
地
調
査
に
送
り
込
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
湯
本
は

岡
本
ら
乙
訓
郡
側
の
主
張
に
納
得
し
た
ら
し
い
こ
と
、
な
ど
も
判

明
し
た
。
戦
後
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
る
大
極
殿
跡
と
少
し

ズ
レ
て
は
い
た
も
の
の
、
数
あ
る
都
城
遺
跡
の
な
か
で
最
も
早
く

宮
域
中
心
部
に
建
碑
す
る
こ
と
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

前
稿
で
は
、
乙
訓
郡
側
に
残
さ
れ
た
史
料
を
お
も
に
利
用
し
た

た
め
、
湯
本
文
彦
に
よ
る
現
地
調
査
の
よ
う
す
や
、
湯
本
自
身
の

都
城
研
究
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
実
は
、
京
都
市
の
紀
念
祭
事
務
所
が
一
連
の
紀
念
祭
事
業

の
記
録
と
し
て
ま
と
め
た
『
平
安
遷
都
紀
念
祭
紀
事
（
４
）
』
の
な
か
に
、

乙
訓
郡
側
が
長
岡
宮
跡
整
備
に
あ
た
り
受
け
た
補
助
金
の
概
要
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
史
跡
地
決
定
の
た
め
の
湯
本

に
よ
る
調
査
や
考
察
の
内
容
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
前
稿
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
を
補
完
す
る
目
的

で
、『
平
安
遷
都
紀
念
祭
紀
事
』（
以
下
、『
紀
事
』
と
略
記
す
る
）

の
な
か
の
長
岡
宮
城
遺
址
の
調
査
と
整
備
事
業
記
録
の
内
容
を
紹

介
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
歴

史
編
纂
家
と
し
て
膨
大
な
著
述
を
残
し
た
湯
本
文
彦
の
学
問
の
一

端
に
触
れ
、
ま
た
乙
訓
と
い
う
一
地
域
の
郷
土
史
家
と
い
え
る
岡

本
爺
平
に
つ
い
て
も
照
射
し
た
い
と
考
え
る
。

一
　
平
安
遷
都
紀
念
祭
事
業
の
な
か
の
社
寺
名
勝
保
存
補
助

（
１
）
補
助
事
業
の
趣
旨

長
岡
京
の
故
地
に
あ
た
る
乙
訓
郡
の
人
々
が
、
長
岡
宮
大
極
殿

跡
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
直
接
の
契
機
は
、
一
八
九
五
年
（
明
治

二
八
）
に
京
都
市
で
挙
行
さ
れ
た
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
事
業

と
、
そ
の
事
業
の
な
か
で
社
寺
名
勝
保
存
の
た
め
の
補
助
制
度
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。

『
紀
事
』
の
な
か
に
は
、
全
一
八
章
の
う
ち
「
第
九
章
」
の
一
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章
を
宛
て
て
「
社
寺
名
勝
保
存
補
助
」
事
業
（『
紀
事
』
目
次
に
は

「
第
九
章
　
社
寺
名
勝
故
跡
修
理
保
存
」
と
あ
る
、
こ
ち
ら
の
方
が

事
業
内
容
に
よ
り
合
致
し
た
名
称
で
あ
る
）
に
つ
い
て
記
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
記
載
を
も
と
に
補
助
事
業
の
趣
旨
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
と
内
国
勧
業
博
覧
会
の
同
時
開
催
が

内
定
し
た
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
九
月
頃
以
降
（
５
）
、
京
都
府
下

の
各
社
寺
な
ど
に
お
い
て
祭
典
・
法
会
及
び
宝
物
展
覧
挙
行
が
計

画
さ
れ
始
め
る
。『
紀
事
』
に
は
、
明
治
二
八
年
の
京
都
は
「
四
海

輻
湊
（
天
下
・
世
界
の
方
々
か
ら
物
が
一
所
に
集
ま
る
こ
と
）
・

万
邦
会
同
」
の
観
が
あ
り
、
京
都
固
有
の
名
勝
旧
蹟
大
社
巨
刹
の

壮
観
及
び
こ
れ
に
属
す
る
美
術
工
芸
の
名
品
を
内
外
に
披
露
す
る

の
は
正
に
こ
の
時
で
あ
る
、
と
あ
る
。
し
か
し
維
新
以
降
時
勢
が

一
変
し
、
古
社
寺
な
ど
多
く
は
保
存
方
法
が
確
立
せ
ず
、
そ
の
修

繕
も
で
き
ず
、
荒
頽
残
破
甚
だ
し
く
、
千
古
の
名
蹟
・
百
世
の
偉

観
は
変
じ
て
狐
鼠
の
窟
と
な
り
、
名
宝
珍
器
も
保
存
維
持
の
道
が

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
く
。
そ
こ
で
、
こ
の
紀
念
祭

執
行
を
期
し
、
そ
れ
ら
の
所
蔵
者
・
管
理
者
を
奨
励
し
、
そ
の
修

繕
保
存
の
案
を
立
て
、
重
要
の
個
所
と
方
法
と
資
金
と
を
考
査
し

た
う
え
で
、
市
費
を
以
て
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。

一
八
九
三
年
三
月
一
二
日
に
は
、
臨
時
委
員
会
紀
念
祭
分
科
を

定
め
、
土
木
部
を
置
き
、
諸
般
建
築
に
係
る
事
務
の
ほ
か
、
社
寺

修
繕
の
設
計
を
管
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
年
七
月
一
六

日
に
は
社
寺
及
勝
地
修
繕
補
助
費
施
行
概
則
を
議
決
す
る
。

概
則
に
は
、
補
助
す
べ
き
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。

一
桓
武
天
皇
ニ
御
由
緒
ノ
歴
然
タ
ル
最
古
ノ
建
造
物
ニ
シ
テ

大
破
セ
ル
モ
ノ

一
古
来
ノ
由
緒
正
シ
ク
シ
テ
著
名
ナ
ル
建
築
ア
ル
モ
大
破
ニ

及
ヘ
ル
モ
ノ

一
本
市
接
近
ノ
名
勝
中
最
モ
著
名
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
目
下
破

損
ス
ル
モ
ノ

前
条
ノ
標
準
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ト
雖
ト
モ
檀
徒
又
ハ
有
志
者

ノ
勧
財
ヲ
以
テ
之
レ
カ
修
繕
ニ
堪
ユ
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ
ハ
補
助

セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

こ
れ
を
見
る
と
、
第
一
項
目
の
「
桓
武
天
皇
に
御
由
緒
の
歴
然
」

と
い
う
の
は
紀
念
祭
の
趣
旨
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
が
、
当
初
は

社
寺
に
所
在
す
る
既
存
の
建
造
物
や
庭
園
な
ど
の
名
勝
を
修
理
す

る
こ
と
が
、
補
助
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
八
九
三
年
七
月
二
一
日
に
は
市
会
に
お
い
て
、
翌
明
治
二
七

年
度
予
算
の
中
に
あ
る
紀
念
祭
諸
費
が
審
議
さ
れ
、
土
木
費
目
中

の
「
古
社
寺
及
ヒ
勝
地
修
繕
補
助
費
」
と
し
て
金
一
万
円
の
支
出
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が
議
決
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
府
下
各
社
寺
の
う
ち
で
、
桓
武

天
皇
に
特
別
の
由
緒
あ
る
も
の
、
そ
の
他
数
百
千
年
以
上
の
古
建

築
で
あ
り
名
の
あ
る
も
の
の
主
管
者
に
通
知
し
、
修
繕
設
計
見
積

書
を
差
し
出
す
よ
う
伝
え
て
い
る
。
ま
た
主
任
委
員
は
そ
の
当
否

を
鑑
査
、
正
当
の
理
由
あ
る
も
の
に
限
り
、
費
用
金
額
の
幾
分
か

を
補
助
し
、
そ
の
他
は
各
社
寺
に
て
勧
化
寄
附
を
募
集
し
、
た
だ

ち
に
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
、
ま
た
主
任
委
員
は
時
々
現
場
を
巡

視
・
督
察
し
、
そ
の
成
績
に
よ
り
漸
次
補
助
金
額
を
下
附
す
る
こ

と
、
と
し
て
い
る
。

第
一
回
の
補
助
は
、
翌
一
八
九
四
年
二
月
二
六
日
の
市
会
で
決

議
さ
れ
、
熊
野
神
社
他
一
四
ヵ
所
の
社
寺
及
び
勝
地
等
に
保
存
資

金
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
資
金
の
下
附
に
あ
た
っ
て
は

次
の
事
項
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
（
以
下
は
要
約
）。

①
既
定
の
設
計
を
変
更
し
工
事
を
縮
少
ま
た
は
粗
造
す
れ
ば

い
っ
た
ん
補
助
を
取
り
消
す
。

※
た
だ
し
予
め
参
事
会
の
認
可
を
経
る
と
き
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

②
工
事
竣
成
の
期
を
予
定
し
、
故
な
く
こ
れ
を
延
滞
す
る
と

き
は
補
助
を
取
り
消
す
。

※
大
報
恩
寺
、
青
蓮
院
に
つ
い
て
は
以
上
二
項
を
除
く
。

③
補
助
金
は
工
事
竣
成
の
上
、
下
附
す
る
を
普
通
と
し
、
時

宜
に
よ
り
工
事
の
出
来
形
に
応
じ
幾
分
か
を
仮
渡
し
す
る

こ
と
が
あ
る
。

④
工
事
中
は
臨
時
掛
員
を
派
遣
し
、
検
分
を
す
る
こ
と
が
あ

る
。

最
初
に
補
助
が
決
定
し
た
熊
野
神
社
他
一
四
ヵ
所
の
詳
細
は
知

れ
な
い
が
、
や
は
り
既
存
の
社
寺
・
勝
地
が
対
象
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
以
前
か
ら
京
都
に
お
い
て
は
、
明
治
初
年
に

行
わ
れ
た
社
寺
領
の
上
知
に
よ
っ
て
経
済
的
基
盤
を
失
っ
た
古
社

寺
、
こ
と
に
近
世
封
建
権
力
の
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
た
め
荒
廃

ぶ
り
の
目
立
っ
て
い
た
巨
刹
名
刹
の
復
興
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

東
京
奠
都
後
に
落
ち
込
ん
だ
京
都
再
興
の
要
件
と
い
う
意
味
か
ら

も
、
古
社
寺
の
保
存
策
が
講
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
（
６
）
。
一
八
九

七
年
（
明
治
三
〇
）
に
古
社
寺
保
存
法
が
成
立
す
る
以
前
の
段
階

で
あ
る
紀
念
祭
事
業
の
な
か
で
の
補
助
金
は
、
桓
武
天
皇
や
平
安

京
と
の
関
わ
り
と
い
う
よ
り
は
、
古
社
寺
復
興
策
の
一
助
と
し
て

の
意
味
合
い
を
、
よ
り
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
補
助
事
業
の
内
容

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
補
助
を
受
け
た
事
業
と
し
て
、『
紀
事
』
の

一
覧
表
に
あ
が
っ
て
い
る
の
は
、
表
１
の
と
お
り
三
一
ヵ
所
で
あ

る
。
配
布
金
額
の
多
寡
は
由
緒
の
厚
薄
、
修
繕
の
緩
急
、
設
計
の
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大
小
な
ど
に
よ
る
と
さ
れ
、
一
件
あ
た
り
の
金
額
は
二
十
円
か
ら

千
五
百
円
に
及
ん
で
い
る
。
前
後
六
回
に
分
け
漸
次
議
決
を
経
た

上
で
、
多
額
の
も
の
は
工
事
の
進
度
に
応
じ
数
回
に
分
け
て
下
附

さ
れ
た
と
い
う
。
当
初
予
算
額
は
一
万
円
で
あ
っ
た
が
、
不
足
が

生
じ
、
更
に
予
備
費
か
ら
金
二
百
円
が
支
出
さ
れ
、
総
額
一
万
二

百
円
の
補
助
事
業
と
な
っ
た
。
工
事
は
一
、
二
を
除
き
、
大
抵
紀

念
祭
期
日
に
先
立
っ
て
竣
功
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
補
助
金
を
受
け
た
各
社
寺
で
は
、
補
助
金
の
他
に
独
自

に
支
出
、
あ
る
い
は
信
徒
・
有
志
者
の
勧
化
寄
附
に
よ
る
資
金
を

合
わ
せ
て
修
理
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
補
助
金
に
よ
ら
な
い

金
額
は
合
計
一
万
四
千
九
十
余
円
と
い
い
、
社
寺
の
有
名
な
る
も

の
は
概
ね
修
理
、
あ
る
い
は
大
い
に
そ
の
観
を
改
め
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
市
費
の
補
助
を
仰
が
ず
修
理
を

加
え
る
社
寺
も
少
な
か
ら
ず
、
そ
の
金
額
は
数
万
円
に
及
ぶ
と

『
紀
事
』
は
伝
え
て
い
る
。

表
１
を
見
る
と
、
補
助
事
業
の
当
初
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
に
、

京
都
市
域
を
中
心
に
、
隣
接
す
る
郡
部
に
所
在
す
る
も
の
も
含
め

て
、
社
寺
の
建
造
物
の
修
理
に
補
助
金
の
多
く
が
宛
て
ら
れ
て
い

る
。
例
外
の
一
つ
は
、「
叡
山
道
」
と
し
て
愛
宕
郡
八
瀬
村
か
ら
山

上
ま
で
の
道
路
整
備
で
、
平
安
京
の
鬼
門
の
護
り
で
あ
る
延
暦
寺

名　称 指定箇所
補助金額

（円）

東福寺 山門 1,500
万福寺 法堂山門外数ヶ所 1,500
金地院 方丈 800

広隆寺 太子堂 800

慈照寺 銀閣 600

青蓮院 寝殿再建 500

妙法院 太閤塀并ニ方丈　 500

南禅寺 方丈 500

若王子神社 本社及境内風致 400

高台寺 法堂霊舎 300

平等院 鳳凰堂内部装飾 300

醍醐寺 金堂及三宝院寝殿 300

高山寺 石水院本社外数ヶ所 300

熊野神社 拝殿外２ヶ所 200

百川公墳墓 修墓 200

建仁寺 方丈 200

田村将軍塚 修墓 200

長岡旧都遺跡 保存建碑 200

叡山道
愛宕郡八瀬村より、

山上黒谷青龍寺まで
150

仁和寺 150

宇治上神社 本社拝殿 100

勝持寺 本堂外数ヶ所 100

大報恩寺 本堂内陣 50

神護寺 大師堂 50

金蔵寺 全体 50

神泉苑 苑地浚渫 50

長岡天満宮 本社拝殿 50

西寺 再建 50

鞍馬寺 全体保存 50

浄蓮華院 御影堂外１ヶ所 30

法金剛院 20

合　計 （全31件、平均329円） 10,200

（出典）『平安遷都記念祭紀事　巻上』
※第九章 社寺名勝保存補助の項に提出された一覧表
の内容を補助金額の高い順に並べ替えた。

表１　社寺及勝地保存費補助額一覧表
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へ
の
道
と
し
て
、
特
に
補
助
対
象
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

叡
山
道
の
他
に
社
寺
建
造
物
以
外
の
補
助
対
象
は
、「
百
川
公
墳

墓
」
と
「
田
村
将
軍
塚
」、
そ
し
て
「
長
岡
旧
都
遺
跡
」
の
三
件
で

あ
る
。
百
川
公
墳
墓
と
は
、
現
在
の
相
楽
郡
木
津
町
大
字
相
楽
小

字
城
西
に
あ
る
伝
藤
原
百
川
墓
の
こ
と
（
７
）
、
田
村
将
軍
塚
は
旧
宇
治

郡
山
科
村
字
栗
栖
野
、
現
在
の
京
都
市
山
科
区
勧
修
寺
に
あ
る
伝

坂
上
田
村
麻
呂
墓
の
こ
と
（
８
）
で
あ
る
。

藤
原
百
川
（
七
三
二
〜
七
九
）
は
奈
良
時
代
後
期
の
官
人
で
、
桓

武
天
皇
の
父
で
あ
る
光
仁
天
皇
の
擁
立
に
尽
力
し
、
皇
太
子
で
あ
っ

た
他
戸
親
王
を
廃
し
、
本
来
な
ら
そ
の
立
場
に
な
か
っ
た
山
部
親
王

（
桓
武
）
の
立
太
子
に
功
績
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
坂
上
田

村
麻
呂
（
七
五
八
〜
八
一
一
）
は
、
桓
武
朝
の
二
大
問
題
で
あ
っ
た

造
都
と
軍
事
の
う
ち
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て
蝦
夷
を
降
伏
さ
せ
征
討

事
業
を
終
息
さ
せ
た
功
臣
で
あ
る
。
と
も
に
墓
で
あ
っ
て
建
造
物
で

は
な
い
が
、「
桓
武
天
皇
ニ
御
由
緒
ノ
歴
然
タ
ル
」
と
い
う
意
味
で

は
、
修
補
の
補
助
を
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
。

小
稿
の
主
題
で
あ
る
「
長
岡
旧
都
遺
跡
」
に
つ
い
て
も
、
平
安

京
直
前
の
都
で
あ
り
、
桓
武
が
最
初
に
遷
都
し
た
都
と
し
て
、
紀

念
祭
事
業
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
に
、
も
っ
と
も
相
応
し

い
場
所
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
三
件
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
当
初
の
趣
旨
で
あ
る
、
既

存
の
建
造
物
や
庭
園
の
修
理
と
は
違
い
、「
旧
址
古
墳
ノ
特
別
ノ
由

緒
ア
ル
者
ニ
シ
テ
今
回
始
メ
テ
表
彰
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

特
に
補
助
事
業
の
詳
し
い
顛
末
が
『
紀
事
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
三
件
は
い
ず
れ
も
所
在
す
る
郡
部
の
有
志

者
が
、
整
備
す
べ
き
場
所
を
定
め
て
、
補
助
を
出
願
し
て
い
る
。

「
田
村
将
軍
塚
」
の
場
合
は
、
出
願
地
が
紀
念
祭
委
員
に
よ
っ
て
ス

ム
ー
ズ
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
百
川
公
墳
墓
」
と
「
長
岡
旧
都
遺

跡
」
の
場
合
は
、
郡
側
の
出
願
地
に
つ
い
て
、
編
纂
部
主
事
の
湯

本
文
彦
等
が
現
地
調
査
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
考
証
作
業
を
経
て
整

備
地
が
決
定
し
て
い
る
。
特
に
「
百
川
公
墳
墓
」
は
候
補
地
が
四

カ
所
ほ
ど
あ
り
、
考
証
作
業
は
難
航
す
る
。

ど
ち
ら
の
や
り
と
り
も
、
明
治
中
期
に
京
都
府
や
京
都
市
に
お

け
る
修
史
事
業
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
学
者
と
、
郡
部
各
地
域

の
有
志
者
と
の
関
係
・
交
渉
を
知
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
興
味
深

い
事
例
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
題
に
即
し
て
「
長
岡
旧

都
遺
跡
」
に
つ
い
て
、
以
下
に
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
　
長
岡
宮
大
極
殿
跡
の
所
在
地
決
定
過
程

（
１
）
平
安
遷
都
紀
念
祭
委
員
に
よ
る
調
査

『
紀
事
』
の
整
備
に
関
す
る
報
告
書
の
記
録
を
見
る
前
に
、
そ
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こ
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
紀
念
祭
委
員
の
長
岡
旧
蹟
調
査
に
つ
い
て

み
て
お
き
た
い
。

一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
四
月
末
に
、
東
京
在
住
の
経
済
学

者
、
歴
史
家
で
、
政
治
家
で
も
あ
っ
た
田
口
卯
吉
が
来
京
し
、
京

都
に
お
い
て
桓
武
天
皇
を
顕
彰
す
る
祭
典
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
、

五
月
に
は
早
く
も
京
都
市
会
に
お
い
て
平
安
遷
都
千
百
年
の
紀
念

祭
委
員
設
置
を
議
決
し
、
内
国
勧
業
博
覧
会
の
誘
致
も
絡
め
て
実

現
へ
向
け
て
強
力
に
推
進
さ
れ
る
。
こ
の
当
初
か
ら
、
紀
念
祭
委

員
に
は
桓
武
天
皇
の
事
績
に
関
し
て
調
査
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ

て
い
た
。

そ
の
動
向
を
伝
え
る
の
は
、『
日
出
新
聞
』
で
あ
る
。
一
八
九
二

年
九
月
二
〇
日
付
の
同
紙
に
よ
れ
ば
、
第
四
回
内
国
博
と
千
百
年

紀
念
祭
を
同
じ
年
に
挙
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
委
員
会
が
開
か

れ
た
記
事
中
で
「
○
桓
武
天
皇
祭
に
付
ひ
て
」
と
し
て
、
種
々
取

調
べ
の
協
議
を
し
、
同
委
員
中
に
於
て
分
担
を
定
め
、
旧
記
等
の

取
調
べ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
東
枝
吉
兵
衛
と
碓

井
小
三
郎
の
両
氏
が
洛
西
長
岡
の
旧
桓
武
天
皇
の
王
宮
址
を
実
地

に
就
て
取
調
べ
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
他
の

調
査
個
所
は
、
栂
尾
高
山
寺
、
太
秦
村
広
隆
寺
、
洛
南
教
王
護
国

寺
、
比
叡
山
延
暦
寺
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
翌
日
付
の
記
事
で
は
、「
○
長
岡
宮
趾
の
取
調
」
と
し
て
、

桓
武
天
皇
建
都
千
百
年
祭
に
つ
い
て
委
員
は
目
下
分
担
取
調
中
で

あ
る
が
、
一
昨
日
（
十
九
日
）
に
東
枝
吉
兵
衛
・
碓
井
小
三
郎
の

両
氏
が
乙
訓
郡
の
長
岡
天
満
宮
へ
赴
き
、
旧
記
に
就
て
参
考
と
な

る
べ
き
も
の
を
調
査
し
た
け
れ
ど
、
別
に
著
る
し
き
事
蹟
は
な
か

っ
た
こ
と
、
た
だ
石
見
上
里
村
の
西
北
の
山
腹
に
数
個
の
岡
陵
が

あ
り
、
石
棺
や
人
骨
、
多
量
の
和
同
開
珎
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

『
紀
事
』
の
委
員
の
項
に
よ
れ
ば
、
碓
井
小
三
郎
は
式
典
部
及

編
纂
部
の
、
東
枝
吉
兵
衛
は
調
査
部
の
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
で
あ
る

が
、
こ
の
段
階
で
は
長
岡
宮
跡
の
調
査
担
当
委
員
と
な
っ
て
い
た

ら
し
い
。
長
岡
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
詳
し
く
触
れ
た
よ
う

に
、
一
八
九
二
年
の
こ
の
段
階
で
は
、
史
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
た

場
所
は
存
在
せ
ず
、
近
世
以
来
の
大
原
野
周
辺
が
候
補
地
と
い
う

認
識
が
流
布
し
て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
。
田
口
卯
吉
が
来
京
時
に
、

長
岡
旧
都
を
探
訪
す
る
た
め
乙
訓
郡
を
訪
れ
た
際
に
も
、
ま
ず
長

岡
天
満
宮
を
訪
ね
て
い
る
が
（
９
）
、
こ
の
時
点
で
「
長
岡
」
の
名
称
を

冠
す
る
場
所
と
し
て
、
紀
念
祭
委
員
も
ま
ず
調
査
に
訪
れ
て
い
る

点
が
興
味
深
い
。
碓
井
小
三
郎
は
、
京
都
の
糸
物
商
の
家
に
生
ま

れ
、
こ
の
当
時
は
京
都
市
会
議
員
で
、
紀
念
祭
委
員
の
一
人
で
あ

っ
た
。
大
正
期
に
、
近
代
京
都
の
代
表
的
地
誌
「
京
都
坊
目
誌
」

を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
（
10
）
。
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長
岡
天
満
宮
は
、
開
田
村
の
鎮
守
と
し
て
中
世
以
来
、
開
田
天

満
宮
と
呼
称
さ
れ
て
き
た
が
、
近
世
に
入
り
開
田
村
の
領
主
と
な

っ
た
八
条
宮
家
（
後
に
京
極
宮
、
常
磐
井
宮
、
桂
宮
と
家
名
が
変

わ
る
）
に
よ
る
整
備
が
進
め
ら
れ
、
京
都
西
郊
の
勝
地
と
な
る
一

八
世
紀
中
頃
か
ら
長
岡
天
満
宮
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

定
着
す
る
（
11
）
。
古
代
の
長
岡
宮
大
極
殿
跡
の
所
在
を
探
究
す
る
上
で

は
、
特
に
関
係
の
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
12
）
。

最
初
の
段
階
で
調
査
担
当
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
ど
う
か

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
碓
井
小
三
郎
は
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ

う
に
、
長
岡
宮
跡
の
場
所
を
確
定
す
る
な
か
で
、
乙
訓
郡
側
と
書

簡
を
や
り
と
り
し
て
お
り
、
長
岡
宮
跡
に
関
す
る
紀
念
祭
側
の
担

当
委
員
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
、
参
考
と
な
る
資
料

の
送
付
を
乙
訓
郡
側
に
依
頼
し
て
お
り
、
自
ら
主
体
的
に
宮
跡
の

所
在
地
を
追
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
次
項
以
下
で
述
べ
る
よ
う

に
、
乙
訓
郡
側
が
申
請
し
た
遺
跡
地
に
、
紀
念
祭
委
員
の
側
で
疑

義
が
呈
せ
ら
れ
た
の
は
、
紀
念
祭
に
向
け
た
体
制
が
発
足
し
た
ご

く
初
期
の
段
階
で
、
委
員
の
側
で
長
岡
宮
都
の
所
在
地
探
索
に
取

り
組
ん
だ
経
過
が
あ
り
、
そ
れ
が
不
調
に
終
わ
っ
て
い
た
経
験
か

ら
、
郡
側
の
主
張
が
に
わ
か
に
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う

側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
別
稿
に
お
い
て
、
紀
念
祭
の
提
唱
者
で
あ
る
田
口
卯
吉
が
、

長
岡
宮
跡
に
つ
い
て
か
な
り
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
が
（
13
）
、
紀
念
祭
委
員
の
発
足
直
後
か
ら
、
平
安
京
の
直
前
の
都

で
あ
る
長
岡
京
に
つ
い
て
、
延
暦
寺
・
教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
・

広
隆
寺
な
ど
平
安
京
に
極
め
て
関
係
深
い
大
寺
に
並
ん
で
調
査
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
活
動
の
初
期
の
段
階
に
、
田
口
の

関
心
の
在
り
処
に
影
響
さ
れ
て
い
る
形
跡
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。
提
唱
者
田
口
の
存
在
は
、
や
が
て
紀
念
祭
や
内
国
博
の
な

か
に
、
ほ
と
ん
ど
伺
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
と

同
時
に
長
岡
宮
跡
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
以
後
、
紀
念
祭
委
員
と
し

て
、
特
に
主
体
的
に
、
ま
た
具
体
的
に
取
り
組
ん
だ
形
跡
は
み
ら

れ
な
く
な
る
。

（
２
）
長
岡
宮
城
遺
址
創
設
会
発
起
人
岡
本
爺
平
に
よ
る
調
査

乙
訓
郡
新
神
足
村
の
人
、
岡
本
爺
平
の
長
岡
旧
都
探
究
に
つ
い

て
は
、
本
誌
前
号
掲
載
の
前
稿
で
す
で
に
詳
述
し
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
そ
の
概
要
だ
け
ま
と
め
て
お
く
。

紀
念
祭
事
業
の
な
か
の
補
助
金
の
存
在
を
知
っ
た
乙
訓
郡
役
所

周
辺
の
人
々
は
、
こ
れ
に
応
募
し
て
郡
内
に
所
在
す
る
は
ず
の
長

岡
宮
跡
の
顕
彰
を
図
ろ
う
と
す
る
。
当
然
な
が
ら
応
募
に
先
立
ち
、

宮
跡
と
し
て
整
備
す
る
べ
き
場
所
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

一
八
九
二
年
前
後
に
は
、
乙
訓
郡
の
有
識
者
の
間
に
も
、
近
世
の



社会科学　78号（2007 年３月）

66

地
誌
に
見
ら
れ
る
大
原
野
神
社
周
辺
や
上
羽
・
上
里
付
近
を
長
岡

宮
跡
の
所
在
地
と
す
る
通
説
が
、
一
般
的
認
識
と
し
て
拡
ま
っ
て

い
た
（
14
）
。

こ
こ
に
登
場
す
る
の
が
、
西
国
街
道
沿
い
の
神
足
の
町
場
で
江

戸
時
代
か
ら
続
く
油
屋
を
営
み
、
代
々
学
芸
の
世
界
に
親
し
む
文

人
を
輩
出
し
て
き
た
家
の
出
身
で
あ
る
岡
本
爺
平
で
あ
る
。
諸
書

を
博
捜
し
、
江
戸
中
期
の
随
筆
集
『
閑
田
耕
筆
』
の
な
か
に
、
西

岡
鶏
冠
井
の
字
大
極
殿
と
い
う
場
所
か
ら
古
瓦
が
出
土
し
、
そ
こ

が
長
岡
宮
都
の
場
所
で
あ
る
と
い
う
記
事
を
発
見
す
る
。
自
ら
現

地
を
掘
削
し
、
古
瓦
を
発
見
す
る
に
至
り
、
そ
こ
が
長
岡
宮
都
の

故
地
で
あ
る
と
断
定
、
郡
役
所
側
に
知
ら
せ
た
上
で
、
整
備
の
補

助
を
申
請
す
る
。
諸
書
を
博
捜
し
た
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、「
長

岡
宮
城
私
考
」
と
題
す
る
冊
子
を
ま
と
め
、
参
考
資
料
と
し
て
申

請
に
添
え
て
紀
念
祭
事
務
所
へ
提
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
補
助
申

請
主
体
と
し
て
乙
訓
郡
役
所
内
に
組
織
さ
れ
た
有
志
の
会
、
長
岡

宮
城
遺
址
創
設
会
の
発
起
人
を
、
郡
内
寺
戸
村
の
元
府
会
議
員
で
、

友
人
で
あ
る
崗
崎
省
吾
と
と
も
に
二
人
で
勤
め
て
い
る
。

岡
本

爺
平
は
、
早
く
か
ら
長
岡
宮
都
の
所
在
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

研
究
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
補
助
金
に
応
募
し
て
宮
跡
を
顕
彰
し

よ
う
と
し
た
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。

（
３
）
編
纂
部
主
事
湯
本
文
彦
の
実
地
調
査

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
本
爺
平
の
鶏
冠
井
字
大
極
殿
説
に
よ

る
乙
訓
郡
側
の
長
岡
宮
都
整
備
補
助
金
申
請
は
、
郡
側
が
申
請
す

る
所
在
地
の
位
置
の
信
頼
性
を
め
ぐ
っ
て
紀
念
祭
委
員
の
間
で
疑

念
が
持
た
れ
、
紀
念
祭
事
業
の
な
か
で
編
纂
部
の
主
事
を
務
め
て

い
た
湯
本
文
彦
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

湯
本
の
調
査
に
つ
い
て
、
乙
訓
郡
側
の
史
料
に
は
何
も
記
録
が

残
ら
な
い
が
、
京
都
市
の
紀
念
祭
事
務
所
側
が
ま
と
め
た
『
紀
事
』

に
は
、
詳
し
い
記
録
が
あ
る
。
湯
本
文
彦
自
身
に
よ
っ
て
執
筆
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
『
紀
事
』
の
「
長
岡
宮
城
遺
趾
」
の
項
の
冒
頭

に
よ
れ
ば
、
長
岡
宮
跡
は
千
余
年
の
久
し
き
に
よ
り
湮
滅
し
て
し

ま
っ
た
が
、
土
地
の
名
称
や
土
中
よ
り
の
発
掘
遺
物
に
よ
り
宮
跡

と
推
定
で
き
る
と
こ
ろ
が
古
来
土
地
の
口
碑
に
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
伴
蒿
蹊
の
閑
田
耕
筆
の
記
述
に
も
存
在
し
た
が
未
だ
確
証
を

得
て
お
ら
ず
、「
単
ニ
歴
史
家
ノ
譚
柄
ニ
供
ス
ル
ニ
過
キ
サ
リ
シ

カ
」、
つ
ま
り
単
な
る
歴
史
家
の
昔
語
り
に
過
ぎ
な
い
状
況
に
あ
っ

た
、
と
す
る
。
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
挙
行
に
あ
た
り
名
勝
旧
跡
の

修
繕
・
築
営
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
乙
訓
郡
の
有

志
者
岡
本
爺
平
・
崗
崎
省
吾
等
が
長
岡
宮
遺
趾
表
彰
の
計
画
を
立

て
、
一
八
九
三
年
一
一
月
に
総
額
金
八
六
七
円
の
う
ち
半
額
補
助

を
出
願
し
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
翌
年
一
月
三
〇
日
の
紀
念
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年月日
事　　　項

出典
〈平安遷都紀念祭事務所側の動き〉 〈乙訓郡側の動き〉

明治26年

（1893） 社寺及勝地修繕補助費施行概則を議決 A
７月16日

21日 補助費として金１万円支出を議決 A
岡本爺平・崗崎省吾等が中心となり、長岡

11月 宮城遺趾顕彰のための費用867円のうち半
A

額補助を紀念祭事務所へ申請する
B

（紀念祭委員碓井小三郎から乙訓郡役所書

記加藤董成宛書簡）大極殿遺跡の取調と申
11月20日

請を急ぐよう伝え、新神足村字テンマ墳、 B
鶏冠井林中の瓦などの送付を頼む

長岡宮城大極殿遺址創設会から平安遷都

12月19日 紀念祭事務所へ、保存経費総額845円の B
見積書を提出する

明治27年

（1894）
紀念祭委員総会において長岡宮都の調査を

A
１月30日

編纂部に依託することが決定する

（紀念祭委員碓井小三郎から乙訓郡役所書

記加藤董成宛書簡）乙訓郡側から申請した

２月21日 遺跡地につき、委員の異説があるため、編 B
纂部主事湯本文彦の派遣調査となったこと

を伝える

（岡本宣忠（爺平）から加藤董成宛書簡）

２月23日 大極殿遺址の場所については確認している B
こと、湯本調査の際には会うことを承知する

２月26日
第１回補助として熊野神社ほか14個所の社

A
寺及び勝地に保存資金を支出、以後漸次議決

湯本文彦（編纂部主事）と中野太郎（編纂員）が、乙訓郡側が申請した顕彰予定地を実地

３月18日 に踏査、岡本宣忠（爺平）が現地を案内する、湯本等は乙訓郡側に追加調査と基礎史料 A
の提出を求める

乙訓郡長池上勝太郎が、湯本文彦・中野太

郎から指示のあった大極殿遺趾取調の件に

３月26日 ついて、岡本爺平・崗崎省吾・五十棲喜平 B
の３名へ、29日に郡役所へ出頭するよう連

絡する。

岡本宣忠・崗崎省吾が紀念祭事務所へ取調書・実測図面を提出、水帳など参考資料を

４月３日 示して考えを述べる、湯本等の編纂部ではその内容に基づき、鶏冠井字大極殿の地が A
宮城遺蹟であるという確証を得る（以後「長岡宮城遺趾取調書」をまとめる）

紀念祭委員会において、湯本等の作成した

６月４日 「取調書」を是認、長岡宮城遺趾に対する A
金200円の補助が議決される

（出典） A『平安遷都紀念祭紀事巻上』第九章社寺名勝保存補助の項

B「長岡宮城大極殿遺址紀念碑建設ニ係ル書類」（京都府立総合資料館所蔵乙訓自治会館文書）

表２　長岡宮大極殿跡の所在地決定過程
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祭
委
員
の
総
会
に
お
い
て
、
長
岡
宮
都
は
平
安
京
と
関
係
深
く
、

紀
念
祭
事
業
の
な
か
で
進
行
中
の
編
纂
事
業
上
も
必
要
で
あ
る
た

め
、
宮
城
遺
趾
の
所
在
調
査
を
湯
本
が
主
事
を
務
め
る
編
纂
部
に

依
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
こ
と
な
ど
、
湯
本
が
現
地
に
赴
く
ま

で
の
経
緯
を
述
べ
る
。

そ
の
後
に
、
三
月
一
八
日
に
湯
本
と
編
纂
員
の
中
野
太
郎
が
実

地
踏
査
し
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
が
続
く
。
湯
本

等
の
現
地
調
査
の
際
に
、
乙
訓
郡
側
の
人
々
、
特
に
岡
本
爺
平
や

崗
崎
省
吾
と
の
間
に
ど
う
い
う
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か
が
詳
し
く

わ
か
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
当
時
に
お
け
る
遺
跡
地
比
定
作
業
の
過

程
と
し
て
、
た
い
へ
ん
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
少
し
長
く
な
る
が
、
取
調
書
の
部
分
の
全

文
を
掲
出
す
る
（
適
宜
読
点
等
を
施
し
た
）。

長
岡
宮
城
遺
趾
取
調
書

長
岡
宮
城
遺
趾
調
査
ノ
依
嘱
ニ
ヨ
リ
編
纂
部
ニ
テ
種
々
ノ
図

籍
ヲ
考
証
シ
、
乙
訓
郡
神

（
マ
マ
）

足
村
（
正
式
に
は
新
神
足
村
）
岡

本
宣
忠
カ
従
来
右
遺
跡
ノ
事
ニ
付
取
調
タ
ル
長
岡
宮
城
私
考

一
冊
ヲ
徴
シ
テ
之
ヲ
考
案
ト
シ
、
去
三
月
十
八
月
編

（
マ
マ
）

纂
部
主

事
湯
本
文
彦
・
編
纂
部
中
野
太
郎
現
場
ニ
出
張
シ
、
岡
本
宣

忠
ノ
案
内
ニ
テ
字
大
極
殿
ト
称
ス
ル
実
地
ヲ
踏
査
シ
タ
リ
、

其
位
地
ハ
乙
訓
郡
鶏
冠
井
村
ニ
テ
向
日
明
神
鳥
居
前
、
即
チ

西
国
街
道
東
二
町
許
ニ
在
リ
、
旧
播
磨
街
道
ニ
接
ス
旧
反
別

凡
三
町
七
反
歩
、
現
今
ハ
旧
字
地
ノ
大
部
分
ヲ
分
割
シ
、
名

称
ヲ
変
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
大
極
殿
ト
称
ス
ル
区
域
ハ
凡
二
反

許
ノ
茶
園
ニ
シ
テ
、
四
隣
ハ
竹
樹
林
薮
頗
ル
荒
蕪
ニ
属
シ
、

俄
カ
ニ
弁
識
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
更
ニ
郡
役
所
ニ
至
リ
郡
書
記
某
、

及
ヒ
右
遺
跡
取
調
ニ
関
係
ア
ル
同
郡
寺
戸
村
岡
崎
省
吾
等
ニ

面
会
シ
、
左
ノ
件
々
ノ
取
調
方
ヲ
嘱
シ
タ
リ
、

一
字
大
極
殿
近
傍
ノ
字
地

一
字
大
極
殿
反
別

一
旧
水
帳

年
代
共

一
字
大
極
殿
ト
近
傍
水
田
ト
ノ
高
低

一
古
瓦
ヲ
発
掘
シ
タ
ル
場
所

一
東
ハ
桂
川
、
南
ハ
淀
川
ヘ
距
離
凡
幾
町

一
字
地
中
ノ
古
名
ニ
属
ス
ル
者
ノ
位
置

其
後
四
月
三
日
ニ
至
リ
、
岡
本
宣
忠
・
岡
崎
省
吾
来
部
シ
、

其
取
調
書
ト
実
測
図
面
ヲ
出
シ
、
更
ニ
水
帳
等
ニ
就
テ
考
案

ヲ
縷
述
セ
リ
、
編
纂
部
ニ
テ
此
等
考
拠
物
件
ニ
就
キ
実
地
踏

査
ノ
形
跡
ニ
考
ヘ
、
宮
城
遺
跡
タ
ル
ノ
確
証
ヲ
得
タ
リ
、
其

要
左
ノ
如
シ
、

一
右
字
大
極
殿
ヨ
リ
発
掘
セ
ル
古
瓦
片
ハ
、
残
欠
剥
落
瑠

璃
色
ヲ
留
メ
ス
ト
雖
ト
モ
、
聚
楽
廻
リ
大
極
殿
遺
趾
ノ
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瓦
片
ト
、
製
作
上
質
文
藻
等
殆
ト
同
一
ニ
シ
テ
、
其
年

代
ノ
物
タ
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、

一
右
字
大
極
殿
ノ
四
囲
ノ
字
地
ニ
就
テ
ハ
、
字
大
極
殿
内

ニ
小
字
祓
所
ア
リ
、
正
東
ニ
ハ
正
面
ア
リ
、
東
北
ニ
御

庵
・
御
屋
敷
・
御
垣
本
ア
リ
、
東
南
ニ
宮
ノ
前
ア
リ
、

西
南
ニ
島
ノ
院
・
島
坂
及
西
京
ア
リ
、
島
ノ
院
・
島
坂

ハ

々
史
書
ニ
見
ユ
、
西
京
ハ
其
位
置
ニ
因
テ
考
フ
ル

モ
、
東
西
京
ノ
遺
跡
ト
認
ム
ヘ
シ
、
西
京
ノ
傍
近
ニ
牢

ケ
辻
ア
リ
、
当
時
牢
獄
ノ
ア
リ
シ
古
跡
ト
考
ヘ
ラ
ル
、

西
北
ニ
ハ
鞠
場
・
射
場
垣
内
ア
リ
、
鞠
場
ハ
蹴
鞠
場
ノ

ア
リ
シ
古
跡
、
射
場
垣
内
ハ
射

ノ
ア
リ
シ
遺
跡
カ
、

尚
ホ
乾
位
ニ
当
リ
猪
隈
院
ア
リ
、
字
大
極
殿
ヨ
リ
宛
モ

亥
ノ
隅
ニ
中
ル
、
皆
証
拠
ト
為
ス
ニ
足
ル
、

一
土
地
ノ
形
勢
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
傍
近
ノ
水
田
ヨ
リ
高
キ
コ

ト
一
丈
五
尺
ニ
テ
、
東
南
敞
開
・
平
野
数
里
、
宮
城
ヲ

敷
設
ス
ル
ニ
足
ル
、
又
道
路
河
川
ニ
就
テ
ハ
、
現
時
ノ

西
国
街
道
及
ヒ
播
磨
街
道
、
皆
接
近
セ
リ
、
河
川
水
路

ハ
古
今
大
変
動
ア
リ
シ
ニ
相
違
ナ
キ
モ
、
桂
川
ヘ
ハ
東

ヘ
凡
ソ
二
十
五
町
、
淀
川
ヘ
ハ
南
ヘ
五
十
町
ナ
リ
、
延

暦
七
年
秋
九
月
庚
午
詔
曰
、
朕
以
眇
身
恭
承
鴻
業
、
水

陸
有
便
遷
都
長
岡
云
云
、
同
十
月
丁
亥
詔
曰
、
朕
以
水

陸
之
便
遷
都
茲
邑
云
云
ト
、
続
日
本
紀
第
三
十
巻
ニ
在

リ
、
両
回
ノ
聖
詔
、
皆
水
陸
ノ
便
ト
ア
ル
ニ
符
合
ス
、

此
外
尚
ホ
煩
瑣
ノ
証
跡
ア
ル
モ
略
ス
、
之
ニ
因
テ
考
フ
ル
ニ
、

右
字
大
極
殿
ノ
地
ハ
延
暦
三
年
十
一
月
十
一
日
、
奈
良
京
ヨ

リ
遷
都
ア
リ
シ
長
岡
宮
城
ナ
ル
大
極
殿
ノ
遺
跡
ト
定
ム
ル
事

ヲ
得
ヘ
シ
ト
ス
、
六
月
四
日
委
員
会
ニ
於
テ
右
取
調
書
ヲ
是

認
シ
、
金
弐
百
円
補
助
ノ
事
ヲ
議
決
シ
、
市
会
ノ
議
決
ヲ
経

テ
、
之
ヲ
出
願
セ
シ
有
志
者
等
ニ
通
知
シ
タ
リ
、
有
志
者
ハ

右
可
決
ノ
前
ヨ
リ
地
方
ノ
富
豪
名
望
家
等
ニ
謀
リ
、
其
義
捐

金
ヲ
募
集
シ
、
直
チ
ニ
土
地
ノ
買
収
建
碑
ノ
工
事
等
ニ
着
手

シ
、
二
十
八
年
十
月
ニ
至
リ
工
事
略
ホ
成
リ
、
其
十
九
日
祭

典
ヲ
修
メ
之
ヲ
落
セ
リ
、
其
設
計
ノ
大
概
ハ
右
字
大
極
殿
ト

称
ス
ル
地
、
及
ヒ
同
所
ヨ
リ
直
チ
ニ
向
日
町
街
道
ニ
通
ス
ル

道
路
ヲ
開
拓
ス
ル
為
メ
ニ
要
ス
ル
地
ヲ
合
セ
、
三
百
五
坪
ノ

地
ヲ
買
収
シ
、
敷
地
ノ
中
央
ニ
方
十
二
尺
切
石
基
礎
、
及
ヒ

崩
レ
石
石
垣
ヲ
築
キ
、
其
上
ニ
方
一
尺
五
寸
・
高
十
五
尺
ノ

白
川
石
碑
ヲ
南
面
ニ
建
テ
、
碑
面
ハ
山
階
晃
親
王
筆
、
篆
体

長
岡
宮
城
大
極
殿
遺
趾
（
実
際
は
址
）
ノ
九
文
字
、
裏
ニ
明

治
二
十
八
年
二
月
同
志
者
相
謀
建
此
碑
、
々
面
題
字
大
勲
位

晃
親
王
之
書
也
、
山
階
宮
家
令
正
六
位
勲
五
等
黒
岩
直
方
謹

記
ノ
四
十
五
字
ヲ
二
行
楷
書
ニ
刻
シ
、
周
囲
及
ヒ
向
日
町
ニ
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達
ス
ル
道
路
ニ
ハ
桜
楓
ヲ
雑
植
シ
、
風
致
ヲ
点
粧
セ
リ

乙
訓
郡
側
が
顕
彰
を
予
定
し
て
い
る
鶏
冠
井
字
大
極
殿
の
地
を
、

三
月
一
八
日
に
湯
本
と
中
野
が
訪
れ
、
岡
本
宣
忠
（
爺
平
）
の
案

内
に
よ
っ
て
踏
査
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
乙
訓
郡
役
所
に
立
ち
寄

り
、
崗
崎
省
吾
（
15
）
も
呼
び
寄
せ
て
、
字
大
極
殿
近
傍
の
字
地
、
字
大

極
殿
の
反
別
、
周
辺
の
地
形
、
古
瓦
の
発
掘
地
点
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
詳
し
い
調
査
と
基
礎
と
な
る
資
料
の
提
出
を
求
め
た
。

岡
本
と
崗
崎
は
四
月
三
日
に
は
、
命
じ
ら
れ
た
件
に
関
す
る
取

調
書
と
実
測
図
面
を
携
え
て
湯
本
等
の
も
と
を
訪
ね
、
水
帳
な
ど

も
提
示
し
な
が
ら
乙
訓
郡
側
の
考
察
を
縷
々
説
明
し
て
い
る
。
こ

れ
を
聞
い
た
編
纂
部
側
は
、
現
地
調
査
の
時
の
見
聞
も
踏
ま
え
て
、

乙
訓
郡
側
が
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
場
所
が
長
岡
宮
城
遺
趾
で
あ
る

と
の
確
証
を
得
た
と
し
て
い
る
。
根
拠
と
し
て
特
に
挙
げ
た
の
は
、

①
字
大
極
殿
か
ら
出
土
し
た
古
瓦
片
が
、
平
安
宮
の
大
極
殿
跡
付

近
で
出
土
し
た
瓦
の
よ
う
な
緑
釉
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
形
質
・

文
様
な
ど
が
同
年
代
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
②
大
極
殿
と
い
う
字

名
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
囲
に
、
祓
所
・
御
庵
・
御
屋
敷
・
島

坂
・
西
京
な
ど
、
宮
都
に
関
連
す
る
字
名
が
数
多
く
存
在
す
る
こ

と
、
③
遺
趾
候
補
地
の
土
地
が
近
傍
の
水
田
よ
り
高
く
、
宮
城
建

設
に
必
要
な
広
さ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
西
国
街
道
や
桂
川
・
淀
川

に
近
く
、
続
日
本
紀
に
あ
る
「
水
陸
の
便
」
が
有
る
た
め
遷
都
さ

れ
た
と
い
う
記
述
に
符
合
し
て
い
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
っ
た
。

『
紀
事
』「
取
調
書
」
の
以
下
の
建
碑
に
至
る
経
過
は
、
前
稿
で

検
討
し
た
乙
訓
郡
側
に
残
る
記
録
の
内
容
と
同
様
で
あ
る
。
以
上

み
て
き
た
よ
う
な
『
紀
事
』「
取
調
書
」
と
、
前
稿
で
検
討
し
た
乙

訓
郡
側
の
史
料
の
内
容
を
合
わ
せ
た
長
岡
宮
大
極
殿
跡
の
所
在
地

決
定
に
至
る
過
程
を
ま
と
め
る
と
、
前
掲
表
２
の
と
お
り
と
な
る
。

前
稿
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
湯
本
の
現
地
調
査
時
の
状
況
と
、

そ
の
後
の
遺
趾
決
定
過
程
が
、『
紀
事
』
の
「
取
調
書
」
に
よ
っ
て

判
明
し
た
。
湯
本
か
ら
の
追
加
調
査
の
要
求
に
応
え
た
岡
本
や
崗

崎
は
、
必
要
な
調
書
を
ま
と
め
、
参
考
と
な
る
資
料
を
用
意
し
て
、

湯
本
の
前
で
説
明
を
し
、
そ
の
主
張
に
承
認
を
与
え
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

三
　
明
治
中
期
の
長
岡
京
跡
研
究

（
１
）
岡
本
爺
平
の
長
岡
宮
大
極
殿
跡
探
究

長
岡
宮
城
の
所
在
地
を
大
原
野
付
近
と
す
る
近
世
以
来
の
通
説

は
、
一
八
九
二
年
当
時
、
乙
訓
郡
内
で
支
配
的
で
あ
り
、
ま
た
東

京
の
田
口
卯
吉
や
京
都
市
の
碓
井
小
三
郎
な
ど
他
所
か
ら
探
索
の

た
め
に
乙
訓
郡
を
訪
れ
た
人
々
は
、
ま
ず
当
時
に
お
け
る
「
長
岡
」

の
名
称
を
冠
す
る
場
所
に
関
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
鶏
冠
井
に
あ
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る
そ
の
小
字
名
が
大
極
殿
と
い
う
、
今
日
で
は
か
な
り
有
力
な
証

拠
と
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
場
所
も
、
当
時
に
お
け
る
学
者
と
い

え
る
人
々
の
間
で
は
、
ま
だ
ま
っ
た
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
地
元
の
人
で
あ
る
岡
本
爺
平
が
、

従
来
の
通
説
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
ま
ず
自
ら
諸
書
を
博
捜
し
、
大
極

殿
地
名
の
存
在
と
長
岡
宮
城
を
結
び
付
け
た
記
述
を
探
し
当
て
た

こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
そ
の
現
地
を
掘

削
し
物
証
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
現
に
古
瓦
を
掘
り
当

て
て
い
る
こ
と
に
は
、
科
学
的
な
実
証
を
行
お
う
と
す
る
姿
勢
が

み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
献
の
博
捜
や
地
中
か
ら
出
土
し
た
古
物
の
検
証

は
、
近
世
以
来
の
古
学
の
伝
統
に
連
な
る
点
で
も
あ
り
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
地
域
文
人
の
家
に
育
っ
た
岡
本
の
資
質
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

岡
本
が
自
ら
著
し
た
と
い
う
「
長
岡
宮
城
私
考
」
な
る
冊
子
は
、

乙
訓
郡
側
の
関
係
史
料
が
ま
と
め
ら
れ
た
簿
冊
の
な
か
に
、
そ
れ

ら
し
き
も
の
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
、
は
っ
き
り
と
は
伝

わ
ら
な
い
。
簿
冊
に
綴
じ
込
ま
れ
た
岡
本
の
手
に
な
る
罫
紙
一
枚

の
報
告
は
、
近
世
の
地
誌
の
記
述
と
伴
蒿
蹊
の
『
閑
田
耕
筆
』
の

長
岡
宮
城
を
鶏
冠
井
字
大
極
殿
の
地
と
す
る
該
当
部
分
を
抜
き
書

き
し
、
事
実
関
係
を
提
示
し
た
上
で
、「
博
雅
の
君
子
を
待
つ
」
と
、

別
の
専
門
的
研
究
者
の
考
察
を
待
望
し
て
い
る
よ
う
な
言
葉
で
結

ば
れ
て
い
る
（
16
）
。

こ
の
時
の
岡
本
の
書
簡
な
ど
か
ら
は
、
自
ら
提
示
し
た
鶏
冠
井

字
大
極
殿
説
に
は
、
相
当
程
度
の
自
信
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
は
、
古
瓦
の
出
土
な

ど
も
か
ら
め
て
、
自
説
を
立
証
す
る
た
め
の
、
旧
都
の
所
在
に
関

す
る
総
合
的
な
記
述
は
残
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

あ
る
い
は
そ
れ
が
、
明
治
中
期
の
乙
訓
に
お
け
る
地
域
文
人
自

身
の
手
に
よ
る
地
域
史
研
究
の
限
界
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

少
な
く
と
も
著
述
と
い
う
形
で
自
ら
の
見
解
を
展
開
し
記
録
す
る
、

主
張
す
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
指
向

し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
が
一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
後

に
な
っ
て
、
岡
本
と
同
じ
新
神
足
村
出
身
の
中
山
修
一
が
始
め
た

長
岡
京
跡
の
発
掘
と
研
究
に
お
い
て
、
明
治
中
期
の
岡
本
に
よ
る

宮
跡
探
究
は
、
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中

山
よ
り
わ
ず
か
二
世
代
ほ
ど
前
の
地
元
の
先
人
の
手
に
よ
る
、
先

駆
的
・
画
期
的
な
業
績
で
あ
り
、
し
か
も
戦
後
の
発
掘
調
査
で
位

置
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
修
正
さ
れ
た
と
は
い
え
、
紀
念
碑
が

建
つ
整
備
さ
れ
た
史
跡
と
い
う
目
に
見
え
る
形
と
し
て
成
果
が
残

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
本
が
遺
し
た
探
究
の
真
の
意
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義
が
、
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
17
）
。

（
２
）
湯
本
文
彦
の
都
城
研
究
と
長
岡
京
跡

湯
本
文
彦
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
、
あ
る
い
は
平
安
遷
都
紀
念

祭
事
務
所
な
ど
の
組
織
に
よ
る
歴
史
編
纂
に
は
、
超
人
的
で
膨
大

な
仕
事
を
刊
行
物
と
し
て
残
し
た
が
、
個
人
の
研
究
と
し
て
は
、

執
筆
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
が
発
表
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
乏
し
く
、

稿
本
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
18
）
。

そ
の
一
部
を
物
語
る
よ
う
に
、
湯
本
に
は
、
自
身
の
都
城
研
究
を

ま
と
め
た
一
連
の
著
述
が
、
す
べ
て
稿
本
と
い
う
形
で
残
さ
れ
て

い
る
。「
山
城
皇
都
旧
址
考
稿
　
正
・
副
」
二
冊
と
と
も
に
、
長
岡

京
に
つ
い
て
は
単
独
の
「
長
岡
京
旧
址
略
考
稿
本
　
全
」
一
冊
も

伝
わ
り
、
そ
の
末
尾
に
は
「
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
八
月
」

の
年
月
が
記
さ
れ
て
い
る
（
19
）
。

「
長
岡
京
旧
趾
略
考
」
は
端
書
に
よ
れ
ば
、「
山
城
皇
都
旧
址
考

稿
」
の
長
岡
京
の
部
分
に
該
当
す
る
べ
き
も
の
で
、
浄
書
に
あ
た

り
平
仮
名
を
片
仮
名
に
し
て
い
な
い
な
ど
の
誤
謬
が
多
い
た
め
、

別
冊
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
。「
山
城
皇
都
旧
址
考
稿
」
正
本
の
な

か
の
長
岡
京
の
部
分
と
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
み
ら
れ

る
。
湯
本
の
長
岡
京
研
究
の
成
果
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
長
岡

京
旧
址
略
考
」
は
、「
山
城
皇
都
旧
址
考
」
と
し
て
、
山
城
国
内
に

所
在
し
た
と
史
上
記
録
に
出
る
筒
城
宮
・
弟
国
宮
・
恭
仁
京
・
長

岡
京
・
平
安
京
の
す
べ
て
に
つ
い
て
網
羅
し
た
著
述
の
一
部
を
構

成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

湯
本
の
都
城
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
昭
和
初
年
に

平
安
宮
豊
楽
院
跡
の
発
見
に
接
し
た
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
西
田

直
二
郎
、
戦
後
に
は
角
田
文
衛
や
中
山
修
一
な
ど
、
平
安
京
・
長

岡
京
を
研
究
す
る
古
代
史
、
考
古
地
理
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
注

目
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
他
の
都
城
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は

筆
者
の
力
量
で
は
無
理
で
あ
る
が
、
長
岡
京
に
関
し
て
は
、
先
に

掲
げ
た
『
紀
事
』
の
な
か
の
長
岡
旧
都
に
関
す
る
取
調
書
の
内
容

と
合
わ
せ
、
湯
本
の
研
究
内
容
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。

乙
訓
郡
側
の
比
定
地
の
検
証
を
命
じ
ら
れ
た
湯
本
は
、
岡
本
爺

平
の
案
内
に
よ
っ
て
現
地
を
踏
査
し
た
の
ち
に
、
検
討
に
必
要
な

追
加
資
料
と
し
て
、
比
定
地
周
辺
の
地
形
や
古
地
名
、
さ
ら
に
近

世
の
土
地
台
帳
で
あ
る
水
帳
、
淀
川
へ
の
距
離
な
ど
を
調
べ
る
よ

う
乙
訓
郡
側
に
命
じ
て
い
る
。
岡
本
が
大
極
殿
と
い
う
地
名
と
そ

こ
か
ら
の
古
瓦
の
出
土
と
い
う
点
で
、
大
極
殿
跡
に
比
定
し
た
の

に
加
え
て
、
さ
ら
に
周
辺
の
広
い
範
囲
の
地
形
・
地
勢
・
地
名
を

検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
名
に
つ
い
て
は
、
乙
訓
郡
側
の

人
々
に
依
頼
し
た
周
辺
字
名
の
採
集
や
水
帳
な
ど
近
世
村
方
文
書

の
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
大
極
殿
の
南
に
祓
所
、
東
北
に
御
庵
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図２ 明治期の長岡宮大極殿跡とその周辺
※元図は大正11年（1922）都市計画基本図
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（
図
２
中
の
「
ヲ
ワ
ン
」（
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
鶏
冠
井
村
古

地
図
の
表
記
）
の
こ
と
か
）、
西
南
に
島
ノ
院
・
島
坂
な
ど
、
長
岡

宮
関
係
と
思
わ
れ
る
地
名
、
ま
た
史
書
に
あ
ら
わ
れ
る
地
名
の
現

存
を
多
く
指
摘
す
る
。

宮
城
、
つ
ま
り
大
極
殿
跡
の
所
在
地
の
み
を
探
究
す
る
岡
本
に

対
し
て
、「
長
岡
京
旧
趾
略
考
」
に
お
い
て
は
長
岡
京
期
に
お
け
る

歴
史
的
事
実
を
、
記
紀
な
ど
か
ら
網
羅
的
に
拾
い
上
げ
、
当
該
期

の
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
湯
本
に
と
っ
て
、
大
極
殿

の
所
在
地
比
定
は
、
長
岡
京
期
の
包
括
的
研
究
の
一
部
を
な
す
に

す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
全
体
を
見
渡
し
て
の
ち
に
、
宮
城
の
位
置
に

つ
い
て
は
岡
本
の
意
見
を
尊
重
す
る
。
長
岡
京
跡
を
遺
跡
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
当
該
期
の
歴
史
を
叙
述
す
る
、
と
い
う
立
場
で

と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
岡
本
と
は
違
い
専
門
的
研
究
者
と
し

て
の
湯
本
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
湯
本
に
つ
い
て
も
、
膨
大
に
残
し
た
稿
本
を
刊

行
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
京
都
に
お
い
て
も
大
学
な
ど
に
お
い

て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
の
歴
史
学
や
考
古
学
の
研
究
が
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、
そ
の
視
野
に
は
入
ら
ず
、
学
問
の
世
界
で
は
無
名
の

存
在
と
な
っ
た
（
20
）
。

乙
訓
郡
の
岡
本
爺
平
に
よ
る
長
岡
宮
跡
探
究
を
「
単
ニ
歴
史
家

ノ
譚
柄
ニ
供
ス
ル
ニ
過
キ
サ
リ
シ
」
と
ま
と
め
た
京
都
府
吏
員
の

湯
本
も
ま
た
、
近
代
歴
史
学
の
な
か
で
長
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

近
代
的
な
意
味
で
の
長
岡
京
跡
研
究
は
、
明
治
四
〇
年
代
の
喜

田
貞
吉
に
始
ま
る
、
と
長
い
間
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
一
世
代

前
に
は
地
元
乙
訓
郡
に
あ
っ
て
は
岡
本
爺
平
が
お
り
、
京
都
の
実

証
的
歴
史
学
の
中
心
と
し
て
の
湯
本
文
彦
に
よ
る
研
究
も
あ
っ
た
。

地
元
で
あ
る
乙
訓
郡
側
に
残
っ
た
紀
念
碑
建
立
と
史
跡
整
備
に

関
す
る
簿
冊
と
、
京
都
市
側
の
記
録
で
あ
る
『
紀
事
』
の
内
容
を

突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
岡
宮
都
を
め
ぐ
る
二
人
の
探

究
・
研
究
の
内
容
を
、
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
ら
は
と
も
に
、
そ
の
後
の
学
史
の
な
か
で
は
埋
も
れ
た
存
在

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
長
岡
京
跡
の
研
究
上
に
果
た
し
た
役
割

は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

彼
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
探
究
の
中
身
と
、
そ
れ
が
後
世
長
く
忘
れ

去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
世
か
ら
近
代
、
そ
し

て
現
代
に
至
る
学
問
の
流
れ
、
と
り
わ
け
地
域
の
歴
史
研
究
の
あ

り
よ
う
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
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き
た
い
と
思
う
。

（
１
）
乙
訓
文
化
財
事
務
連
絡
協
議
会
編
集
・
発
行
『
長
岡
京
跡
』（
一
九
八
四
年
）、

向
日
市
発
行
『
再
現
・
長
岡
京
』（
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
に
よ
る
。
長
岡
京

跡
に
関
す
る
一
般
的
事
項
や
小
稿
挿
図
中
の
長
岡
京
域
の
位
置
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
に
こ
の
二
冊
を
参
照
し
て
い
る
。

（
２
）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
乙
訓
自
治
会
館
文
書
の
中
の
自

治
研
究
会
文
書
と
分
類
さ
れ
る
一
群
に
、「
長
岡
宮
城
大
極
殿
遺
址
紀
念
碑

建
設
ニ
係
ル
書
類
」
と
い
う
表
題
を
持
つ
簿
冊
が
残
り
、
こ
の
簿
冊
に
建
碑

の
過
程
や
そ
の
後
の
管
理
に
関
わ
る
文
書
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

（
３
）
玉
城
玲
子
「
長
岡
宮
大
極
殿
跡
紀
念
碑
の
建
立
と
地
域
社
会
」
同
志
社
大
学

人
文
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
』
第
七
七
号
（
二
〇
〇
六
年
）

（
４
）
京
都
市
参
事
会
編
『
平
安
遷
都
紀
念
祭
紀
事
』（
一
八
九
六
年
）

（
５
）
小
林
丈
広
「
都
市
祭
典
と
政
治
」（『
日
本
史
研
究
』
五
二
三
号
、
二
〇
〇
六

年
）。

（
６
）
小
林
丈
広
『
明
治
維
新
と
京
都
』（
一
九
九
八
年
）。

（
７
）『
木
津
町
史
』
本
文
篇
（
一
九
九
一
年
）
二
四
四
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
８
）
実
際
に
は
古
墳
時
代
の
古
墳
で
あ
り
、
近
隣
の
西
野
山
古
墓
の
方
が
本
当
の

坂
上
田
村
麻
呂
の
墳
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
井
上
満
郎
『
桓
武
天
皇
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
、
二
〇
〇
六

年
）

（
９
）
前
掲
注
３
、
及
び
玉
城
玲
子
「
明
治
二
五
年
の
長
岡
旧
都
探
訪
記
」
乙
訓
の

文
化
遺
産
を
守
る
会
『
乙
訓
文
化
遺
産
』
第
一
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）。

（
10
）
淡
交
社
発
行
『
京
都
大
事
典
』（
一
九
八
四
年
）
の
碓
井
小
三
郎
の
項
。

（
11
）『
長
岡
京
市
史
』
本
文
編
二
（
一
九
九
七
年
）
・
第
一
章
第
四
節
四
「
長
岡
天

満
宮
と
桂
宮
家
」（
玉
城
玲
子
執
筆
）

（
12
）
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
前
掲
注
（
９
）
文
献
で
検
討
し
た
。

（
13
）
前
掲
注
（
９
）
に
同
じ
。

（
14
）
前
掲
注
（
９
）
に
同
じ
。

（
15
）
掲
出
し
た
「
取
調
書
」
中
に
は
「
岡
崎
省
吾
」
と
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
本
文

中
で
は
「
崗
崎
」
と
表
記
し
た
。
こ
の
名
前
の
用
字
に
つ
い
て
は
前
掲
注

（
３
）
文
献
の
注
（
33
）
参
照
。

（
16
）
前
掲
注
（
２
）
の
簿
冊
。

（
17
）
前
掲
注
（
３
）
参
照
。

（
18
）
京
都
市
参
事
会
編
・
新
人
物
往
来
社
発
行
『
平
安
通
志
』（
一
九
七
七
年
）

「
解
説
」（
角
田
文
衛
執
筆
）

（
19
）
上
野
（
務
）
家
文
書
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
架
蔵
写
真
版
）。
湯
本
文
彦
の
遺

稿
が
伝
わ
る
同
家
文
書
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
伊
東
宗
裕
「
湯
本
文
彦
の
遺

稿
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』
第
五
四
二
号
（
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
20
）
小
林
丈
広
「『
平
安
通
志
』
の
編
纂
と
湯
本
文
彦
│
十
九
世
紀
末
京
都
に
お
け

る
「
知
」
の
交
錯
│
」
明
治
維
新
史
学
会
『
明
治
維
新
と
歴
史
意
識
』（
二

〇
〇
五
年
）

（
付
記
）

小
稿
作
成
に
あ
た
り
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
・
京
都
市
歴
史
資
料
館
に

は
、
関
係
史
料
や
写
真
版
の
閲
覧
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
小
林
丈

広
氏
に
は
関
連
史
料
の
多
く
を
学
び
、
高
久
嶺
之
介
氏
に
は
全
般
に
わ
た
っ

て
ご
教
示
を
得
た
。
末
尾
で
は
あ
り
ま
す
が
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。




